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【要　旨】

「特定保健用食品」のうち，生活習慣病の 1 つである

動脈硬化に関連して「食後の血中中性脂肪が上昇しに

くいまたは身体に脂肪がつきにくい」表示をした食品

については，現在のところ，再許可等特定保健用食品

を含め約 70 種類の商品がある．そのうちのいくつか

について，安全性・有効性について解説する．

【キーワード】

特定保健用食品，中性脂肪，体脂肪，ジアシルグリセ

ロール，グロビン蛋白分解物，中鎖脂肪酸，茶カテキ

ン，EPA（エイコサペンタエン酸），DHA（ドコサヘ

キサエン酸），ウーロン茶重合ポリフェノール，コー

ヒー豆マンノオリゴ糖，ベータコングリシニン，豆鼓

エキス

1. はじめに

現在，日本人の死因の第 2 位，3 位は心血管障害，脳

血管障害であるといわれている．これらの病気を合わせ

ると総死因の約 30％を占める．病因はいずれも動脈硬化

症で起こり，一般に脂質異常症等が関連している．

特定保健用食品の表示許可製品1) のうちの 1 つである

「食後の血中中性脂肪が上昇しにくいまたは身体に脂肪

がつきにくい」と表示された製品については 2008 年 8 月

現在のものを表 1 に記載した．また，我々は市販されて

いる製品，または原料の販売企業に関連論文等の資料の

提供を 2007 年 10 月 1 日から依頼し，2008 年 1 月 10 日

までに返答のあったものの一部について，実施された試

験等について解説する．

2. 血中中性脂肪の上昇抑制を示す食品中の

関与成分について

「食後の血中中性脂肪が上昇しにくいまたは身体に脂

肪がつきにくい」表示をした特定保健用食品に認められ

ている関与成分にはジアシルグリセロール，グロビン蛋

白分解物，中鎖脂肪酸，茶カテキン，EPA（エイコサペ

ンタエン酸）・DHA（ドコサヘキサエン酸），ウーロン茶

ポリフェノール，コーヒー豆マンノオリゴ糖，ベータコ

ングリシニン，豆鼓エキス（条件付き特定保健用食品）

がある．それぞれの作用機序について簡略に述べる．

(1) ジアシルグリセロール (DAG)

DAG は脂肪酸がグリセリンの 1,3 位に結合した 1,3-

DAG と 1,2 位に結合した 1,2-DAG との混合物で，1,3-

DAG が圧倒的に多く存在する．天然油脂の主成分である

トリアシルグリセロール (TAG) は主に 2-モノアシルグリ

セロールになって小腸上皮細胞にて TAG へ再合成され，

カイロミクロンとなり，リンパから血中へ放出されるが，

DAG は消化生成物が主として 1-モノアシルグリセロー

ルであるため，吸収後，小腸上皮細胞内の TAG 合成酵

素の基質となりにくい．このため，TAG 合成，カイロミ

クロン形成，リンパから血液への放出という過程は抑制

され，血中中性脂肪の増加が抑制され，体脂肪の蓄積が

抑制されるといわれている2–4)．
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表 1　「食後の血中中性脂肪が上昇しにくいまたは身体に脂肪がつきにくい」表示をした特定保健用食品

2008 年 7 月 25 日（平成 20 年 7 月 25 日）現在のもの

No. 商品名 申請者 食品の種類 関与する成分 区分 許可日
許可
番号

1 エコナクッキングオイル 花王株式会社 食用調理油 ジアシルグリセロール 特保 10.5.20 180

2 エコナクッキングオイル
ビタミン E 入り

花王株式会社 食用調理油 ジアシルグリセロール 特保 11.6.4 217

3 エコナクッキングオイル
炒め専用

花王株式会社 食用調理油 ジアシルグリセロール 特保 11.6.4 218

4 エコナクッキングオイル
炒め専用ビタミン E 入り

花王株式会社 食用調理油 ジアシルグリセロール 特保 11. 6. 4 219

5 エコナヘルシー & ヘル
シークッキングオイル

花王株式会社 食用調理油 ◆ジアシルグリセロール
◆植物性ステロール（β-シトステロール）

特保 11.6.4 220

6 エコナヘルシー & ヘル
シークッキングオイルビ
タミン E 入り

花王株式会社 食用調理油 ◆ジアシルグリセロール
◆植物性ステロール（β-シトステロール）

特保 11.6.4 221

7 エコナヘルシー & ヘル
シークッキングオイル炒
め専用

花王株式会社 食用調理油 ◆ジアシルグリセロール
◆植物性ステロール（β-シトステロール）

特保 11.6.4 222

8 エコナヘルシー & ヘル
シークッキングオイル炒
め専用ビタミン E 入り

花王株式会社 食用調理油 ◆ジアシルグリセロール
◆植物性ステロール（β-シトステロール）

特保 11.6.4 223

9 エコナクッキングオイル 
S

花王株式会社 食用調理油 ジアシルグリセロール 特保 12.5.12 264

10 レネファ 株式会社ヤクルト本社 清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 特保 14.5.1 422

11 ヘルシーリセッタ 日清オイリオグループ
株式会社

食用調理油 中鎖脂肪酸 特保 14.12.6 447

12 ヘルシア烏龍茶 花王株式会社 茶系飲料 茶カテキン 特保 15.3.6 467

13 イマーク 日本水産株式会社 清涼飲料水 ◆EPA

◆DHA

特保 15.3.6 469

14 ナップルドリンク エムジーファーマ株式
会社

清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 特保 15.6.30 519

15 ティープラス 森永製菓株式会社 茶系飲料 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 特保 15.6.30 520

16 エコナマヨネーズタイプ 花王株式会社 調味料 ジアシルグリセロール 特保 15.9.25 545

17 タクティ TG ロート製薬株式会社 清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 再許可等特保 16.1.8 553

18 ディナーエイド TG ロート製薬株式会社 清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 再許可等特保 16.1.30 556

19 ヘルシーリセッタフライ
用油

日清オイリオグループ
株式会社

食用調理油 中鎖脂肪酸 特保 16.6.8 570

20 ヘルシアあたたかい緑茶 花王株式会社 茶系飲料 茶カテキン 再許可等特保 16.8.20 584

21 リセッタソフト 日清オイリオグループ
株式会社

ファットスプ
レッド

中鎖脂肪酸 特保 16.8.20 591

22 雪印リセッタソフト 雪印乳業株式会社 ファットスプ
レッド

中鎖脂肪酸 再許可等特保 16.12.16 630

23 清祥茶房 森永製菓株式会社 茶系飲料 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 再許可等特保 17.1.31 637

24 ナップルドリンク120 エムジーファーマ株式
会社

清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 特保 17.9.8 692

25 グロビン ONE 株式会社ヤクルト本社 清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 再許可等特保 17.9.8 695

26 黒烏龍茶 サントリー株式会社 茶系飲料 ウーロン茶重合ポリフェノール（ウーロン
ホモビスフラバン B として）

特保 17.10.5 696

27 黒烏龍茶 OTPP サントリー株式会社 茶系飲料 ウーロン茶重合ポリフェノール（ウーロン
ホモビスフラバン B として）

特保 18.2.21 737

28 CO・OPウェルプラスヘ
ルシーコレステ

日清オイリオグループ
株式会社

食用調理油 植物ステロール 再許可等特保 18.7.25 761

29 CO・OPウェルプラスヘ
ルシーリセッタ

日清オイリオグループ
株式会社

食用調理油 中鎖脂肪酸 再許可等特保 18.7.25 762

30 ヘルシア爽快烏龍茶 花王株式会社 茶系飲料 茶カテキン 特保 18.8.30 764

31 ブレンディ香るブラック
低糖タイプ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 18.9.27 767

32 ブルーベリーオリゴ 株式会社アドバンス 清涼飲料水 ガラクトオリゴ糖 特保 18.9.27 768

33 ブレンディ香るブラック
ボトルコーヒー

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 18.10.23 779

34 ヘルシア爽快緑茶 花王株式会社 茶系飲料 茶カテキン 特保 19.1.18 805

35 うるウォーターオリゴペ
プチド

キリン　ヤクルト　ネ
クストステージ株式会
社

清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 再許可等特保 19.3.19 845

36 ヘルシアウォーター　マ
スカット味

花王株式会社 清涼飲料水 茶カテキン 特保 19.3.19 848

37 リポスルー 不二製油株式会社 錠菓 ベータコングリシニン 特保 19.6.18 883

38 ヘルシアあったか緑茶 花王株式会社 茶系飲料 茶カテキン 特保 19.6.29 897
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39 ブレンディ香るブラック
ホット

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

再許可等特保 19.8.7 905

40 ブレンディカフェオレ
コーヒーオリゴ糖入り

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

再許可等特保 19.8.7 906

41 チピュア 小林製薬株式会社 錠菓 ベータコングリシニン 特保 19.9.21 917

42 大豆インココア 株式会社東洋新薬 粉末清涼飲料 リン脂質結合大豆ペプチド (CSPHP) 再許可等特保 19.10.4 918

43 ナップルドリンク100 エムジーファーマ株式
会社

清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 特保 19.10.23 935

44 ナップルドリンク 100BC エムジーファーマ株式
会社

清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 特保 19.10.23 936

45 ブレンディデイリーサ
ポート香るブラックイン
スタントコーヒータイプ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

粉末清涼飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 19.10.23 941

46 ブレンディコーヒーオリ
ゴ糖入りカロリーハーフ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 19.10.23 943

47 健茶王　紅茶　280 カルピス株式会社 茶系飲料 難消化性デキストリン（食物繊維として） 特保 19.10.23 944

48 ブレンディコーヒーオリ
ゴ糖入りカフェオレマグ
カップサイズ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

粉末清涼飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 19.11.22 945

49 ハーフシトール［ドリン
ク］

日本クリニック株式会
社

清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 再許可等特保 19.11.22 957

50 メタック 株式会社ラ・パルレ 清涼飲料水 グロビン蛋白分解物（VVYP として） 再許可等特保 19.12.4 961

51 ヘルシアウォーター　ア
セロラ味

花王株式会社 清涼飲料水 茶カテキン 再許可等特保 19.12.4 962

52 ブレンディ香るブラック
微糖タイプ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

再許可等特保 19.12.4 965

53 ブレンディ香るブラック 味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 19.12.19 970

54 カゼイン DP ペプティオ
ドリンク

クラシエ製薬株式会社 清涼飲料水 カゼインドデカペプチド 再許可等特保 20.1.21 971

55 ヘルシア緑茶 花王株式会社 茶系飲料 茶カテキン 特保 20.1.21 972

56 ヘルシア緑茶　まろやか 花王株式会社 茶系飲料 茶カテキン 特保 20.1.21 973

57 ブレンディ香るブラック
ボトルコーヒー低糖タイ
プ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

再許可等特保 20.1.21 975

58 ドルチガード 小林製薬株式会社 錠菓 ベータコングリシニン 再許可等特保 20.4.3 995

59 ブレンディ香るブラック
ボトルコーヒー

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 20.4.3 999

60 ブレンディ香るブラック
ボトルコーヒー低糖タイ
プ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 20.4.3 1000

61 ブレンディ香るブラック
微糖タイプ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 20.4.3 1001

62 ブレンディ香るブラック
甘さひかえめ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 20.4.3 1002

63 ブレンディデイリーサ
ポート香るブラックイン
スタントコーヒータイプ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

粉末清涼飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 20.4.3 1003

64 ブレンディデイリーサ
ポート香るブラックイン
スタントコーヒータイプ
微糖タイプ

味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

粉末清涼飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 20.4.3 1004

65 DHA 入りリサーラソー
セージ

株式会社マルハニチロ
食品

ソーセージ類 ◆EPA

◆DHA

再許可等特保 20.4.9 1008

66 ブレンディ香るコーヒー 

& ミルク
味の素ゼネラルフーヅ
株式会社

コーヒー飲料 コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオー
スとして）

特保 20.7.25 1024

(2) グロビン蛋白分解物（Val-Val-Tyr-Pro として）(GD)

GD には膵リパーゼ阻害作用が認められ，このため，小

腸管腔内において脂肪が脂肪酸に分解されにくくなり，

脂肪の吸収が抑制されることが報告されている．また，

リポ蛋白リパーゼ，肝性トリグリセリドリパーゼの活性

化によりレムナント様リポ蛋白の上昇・維持を抑制する

という報告があり，このため，トリグリセリドの上昇を

抑制される5,6)．

(3) 中鎖脂肪酸

中鎖脂肪酸は消化管内での分解が極めて早く，速やか

に吸収され，腸管内でトリグリセリドへ再合成されるこ

となく脂肪酸の状態で門脈から肝臓へ移行される．また，

ミトコンドリア内外膜通過時にカルニチン輸送系に依存

せず，吸収・酸化が早く，エネルギーとして利用されや
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すく，食後の熱産生を増大するために，体脂肪がつきに

くいことが知られている7)．

(4) 茶カテキン

茶カテキンには体脂肪及び食餌性脂肪を分解させる作

用8)，肝臓における脂質酸化を亢進し，生体におけるエ

ネルギー，特に脂質の消費を促進するため，内臓脂肪を

減少させることがそれぞれラット及びマウスによる動物

実験で確認されている9)．

(5) EPA（エイコサペンタエン酸）及び DHA（ドコサヘ

キサエン酸）

これらは不飽和脂肪酸の一種で，肝臓の機能を活発に

することで中性脂肪を合成しにくくさせるとともに，脂

肪の分解を促すため，血中中性脂肪を減少させることが

知られている10)．

(6) ウーロン茶重合ポリフェノール

膵リパーゼを阻害する作用を有し，腸管からの脂肪酸

吸収を抑制する11)．

(7) コーヒー豆マンノオリゴ糖（マンノビオースとして）

通常，食物に含まれる脂肪は小腸の壁から吸収される

が，オリゴ糖を摂取することにより，食餌が小腸を通過

する速度が上昇し，吸収されずに便として排泄される脂

肪が増えるといわれている10)．

(8) ベータコングリシニン

肥満マウスにおいて，ベータコングリシニンを摂取し

た場合，血中中性脂肪，グルコース，インスリンが低下

し，肝臓での脂肪酸 β-酸化系酵素であるカルチニン・ア

シルトランスフェラーゼ，アシル-CoA オキシダーゼの活

性上昇，β 酸化の最終産物であるケトン体量の増加，脂

肪酸合成酵素の活性低下が認められている12)．さらに糞

への中性脂肪排泄量も多いことが認められている12)．こ

れらのことから，血清脂質関連の改善効果，体脂肪の低

下効果があると考えられる．

(9) 豆鼓エキス（条件付き特定保健用食品の関与成分)

作用機序については科学的根拠から明らかではない

が，糖の吸収を遅らせてインスリンの分泌を抑制し，中

性脂肪の合成の抑制・分解を促進して中性脂肪を低下さ

せている可能性があるといわれている10)．

3. 「食後の血中中性脂肪が上昇しにくいまたは身体に

脂肪がつきにくい」表示をした食品について

3.1　安全性試験

以下に，例としての関与成分の安全性試験に関する試

験について記す．

(1) 中鎖脂肪酸・長鎖脂肪酸トリアシルグリセロールの安

全性試験（日清オイリオグループ株式会社）13)

①方法

1) 被験者

健常人男女

被験者数

被験食摂取群 10 名（平均年齢 30.0±5.8 歳）

プラセボ摂取群 10 名（平均年齢 30.1±5.6 歳）

2) 被験食・摂取方法

中鎖脂肪酸・長鎖脂肪酸トリアシルグリセロール

(MLCT) を含むパン 42 g（通常の 3 倍量）を毎日摂取し，

プラセボとして長鎖脂肪酸 (LCT) を用いた二重盲検法で

行った．

3) 摂取期間

4 週間

②結果

1) 血清 TC 値

被験食摂取群，プラセボ摂取群の間に有意差は認めら

れなかったが，試験開始時と比較して摂取 4 週間後は両

群ともに低下した．

被験食摂取群：試験開始時 175±29 mg/dl→4 週間後

152±33 mg/dl

プラセボ摂取群：試験開始時 182±22 mg/dl→4 週間後

154±20 mg/dl

2) 血清 LDL, HDL

摂取 4 週間後に両群とも低下したが，2 群間に有意差

は認められなかった．

3) 血清中性脂肪

試験開始時と摂取 4 週間後の値に変化はなく，2 群間

に有意差は認められなかった．

4) 中性脂肪のリポ蛋白画分 (VLDL, LDL, HDL)

試験開始時と摂取 4 週間後の値に変化はなく，2 群間

に有意差は認められなかった．

5) 肝機能値

試験開始時と摂取 4 週間後の値に変化はなく，2 群間

に有意差は認められなかった．

尿検査の判定はすべて正常で，摂取 4 週間後の総ケト

ン体について 2 群間に有意差は認められなかった．

6) その他の生化学検査及び血液学検査

摂取 4 週間後の値において，2 群間に有意差は認めら

れなかった．

7) 身体測定値

体重，BMI，体脂肪率などが両群ともわずかな減少を

示したが 2 群間に有意差は認められなかった．

(2) ドコサヘキサエン酸の安全性試験（株式会社マルハニ

チロホールディングス）14)

①方法

1) 被験者
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除外基準は表 2 に示す．

被験者数 24 名（男／女；22/2）

2) 被験食・摂取方法

1 本あたりドコサヘキサエン酸 (DHA) 850 mg（通常の

3 倍量）含有魚肉ソーセージを被検食とし，1 日 3 本 (DHA

2550 mg) 摂取した．

3) 摂取期間

4 週間

②結果

1) 血清脂質の推移

1. 血清脂肪酸

・DHA/AA（アラキドン酸）比は摂取前の 1.1±0.1 から 4

週目には 1.4±0.1 と有意に増加した (p<0.01)．

・EPA（エイコサペンタエン酸）／AAは摂取前の 0.57±0.07

から 4 週目には 0.90±0.06 と有意に増加した (p<0.01)．

・n-3/n-6 比は摂取前の 0.32±0.03 から 4 週目には 0.52±0.02

と有意に増加した (p<0.01)．

2. TG 値

摂取前の 184±12 mg/dl から 4 週目には 126±12 mg/dl と

有意に低下した (p<0.01)．

3. レムナント様コレステロール (RLP-C) 値

摂取前の 8.6±1.3 mg/dl から 4 週目には 4.9±0.5 mg/dl と

有意に低下した (p<0.01)．

4. その他の血清脂質検査値

・TC 値，HDL-C 値，LDL-C 値は摂取前と比較して 4 週

目で有意な変化はみられなかった．

・FFA は摂取前と比較して 4 週目に有意に低下した

(p<0.05)．

2) 血液学的検査，血液生化学的検査

・摂取前と比較して 4 週目で赤血球，ヘマトクリット値，

平均赤血球容積，平均赤血球色素濃度，血小板数，好

塩基球比，好中球分葉核球比に有意な変化があったも

のの生理的範囲内で臨床上問題ではなかった．

・白血球数，血色素量，平均赤血球血色素量，好酸球比，

リンパ球比，単球比に有意な変化はみられなかった．

・血清生化学的検査項目は摂取前と比較して 4  週目で

A/G 比，ALP，クレアチニンが有意に変化したものの

臨床上問題はなかった．

・その他，総蛋白，総ビリルビン，AST，ALT，LDH，

γ-GTP，BUN，CPK，尿酸に有意な変化はみられなかっ

た．

3) 安全性検査

・安全性検査として評価した過酸化脂質 (p<0.05)，およ

び MDA-LDL (p<0.01) は増加するどころか有意に減少

した．

・ケトン体 3 分画，空腹時血糖，インスリン，活性化部

表 2　ドコサヘキサエン酸の安全性試験における除外基準

①血清脂質に影響する医薬品（スタチン，フィブレート，

ニコチン誘導体，ステロイド薬，甲状腺薬など）や健

康補助食品を摂取している者

②抗凝固薬，抗血小板薬を服用している者

③DHA や EPA を含む医薬品や健康補助食品を摂取してい

る者

④糖尿病，消化器，肝臓，腎臓等に重篤な疾患を有してい

る者

⑤心筋梗塞，脳卒中，出血傾向のある者

⑥生活習慣アンケートの回答から，試験対象者として不適

と判断される者（試験食組成成分にアレルギーを起こ

したことのある者，極端な飲酒傾向の見られる者など）

⑦その他，試験担当医師が試験対象者として不適と判断し

た者

表 3 イマーク（関与成分：エイコサペンタエン酸）の有効性

試験における被験者の除外基準

1. 抗高脂血症（Stain，ニコチン酸誘導体など）を服用中

の者

2. その他血清脂質に影響する薬物を服用中の者（ステロイ

ド薬，甲状腺薬）

3. 食事療法の方針を変更した者

4. アルコール常習多飲者または V 型高脂血症 (TG≧

500 mg/dl) の者

5. 重篤な肝，腎障害のある者

6. 心筋梗塞，脳卒中新鮮例，出血傾向のある者

7. 抗凝固薬，抗血小板薬，EPA 薬剤を服用している者

8. コントロール不良の糖尿病およびインスリン治療中の糖

尿病の者

9. その他医師が不適切と判断した者

表 4 DHA 入りサーラソーセージ（関与成分：エイコサペンタ

エン酸）の有効性試験における被験者の選択基準・除外

基準

(1) 選択基準

TG が 100～300 mg/dl の者

(2) 除外基準

1. 抗高脂血症（スタチン，フィーブレト，ニコチン酸誘

導体など，ステロイド薬，甲状腺薬など）や健康補助

食品を摂取している者

2. 抗凝固薬，抗血小板薬を服用している者

3. DHA や EPA を含む医薬品や健康補助食品を摂取して

いる者

4. 糖尿病，消化器，肝臓，腎障等に重篤な疾患を有して

いる者

5. 心筋梗塞，脳卒中，出血傾向のある者

6. 生活習慣アンケートの回答から，試験対象者として不

適と判断される者（試験食組成成分にアレルギーを起

こしたことのある者，極端な飲酒傾向が見られる者な

ど）

7. その他，試験担当医師が試験対象者として不適切と判

断した者
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は
，

被
験
食
摂
取
群
・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
の
間
に
有
意
な
違
い
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
被
験
食
摂
取
群
の
方
が
，
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
比
較
し
て
中
鎖
脂
肪
酸
の
摂
取
が
有
意
に
多
か
っ
た

 (
p
<

0
.0

5
)．

・
飽
和
・
不
飽
和
・

n
-6

 ポ
リ
不
飽
和
・

n
-3

 ポ
リ
不
飽
和
脂
肪
酸
は
，
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
比
較
し
て
，
被
験
食
摂
取
群
の
方
が
有
意

に
少
な
か
っ
た

 (
p
<

0
.0

5
)．

〈
身
長
，
体
重
，
胴
及
び
腰
周
り
〉

・
両
摂
取
群
と
も
に
摂
取
前
と
比
較
し
て
，
摂
取

 4
, 
8
, 
1
2
 週
間
後
に
お
い
て
体
重
，

B
M

I，
胴
及
び
腰
周
り
は
有
意
に
低
下
し
た
（
す

べ
て

 p
<

0
.0

5
）
．

・
被
験
食
摂
取
群
で
は
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
比
較
し
て
，
摂
取

 1
2
 週
間
後
に
体
重
，

B
M

I，
ウ
エ
ス
ト
・
ヒ
ッ
プ
比
は
有
意
に
低
下
し

た
（
す
べ
て

 p
<

0
.0

5
）
．

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
摂
取
開
始
前
と
比
較
し
て
摂
取

 8
, 
1
2
 週
間
後
，
腰
周
り
の
有
意
に
低
下
し
た
（

8
, 
1
2
 週
間
後
と
も
に

 

p
<

0
.0

5
）
．

〈
身
体
組
成
〉

・
体
脂
肪
率
，
体
脂
肪
重
量
は
両
群
と
も
に
摂
取
開
始
前
と
比
較
し
て
試
験
終
了
ま
で
に
有
意
に
低
下
し
た
（
す
べ
て

 p
<

0
.0

5
）
．

・
被
験
食
（
中
鎖
脂
肪
酸
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド

 5
g
）
摂
取
に
よ
り
，
体
脂
肪
率
，
体
脂
肪
重
量
は

 4
, 
8
, 
1
2
 週
間
後
，
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と

比
較
し
て
有
意
に
低
下
し
た
（
す
べ
て

 p
<

0
.0

5
）
．

〈
皮
下
脂
肪
面
積
・
内
臓
脂
肪
面
積
〉

・
被
験
食
摂
取
群
，
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
も
に
試
験
期
間
中
に
皮
下
脂
肪
面
積
，
内
臓
脂
肪
面
積
が
減
少
し
た
．

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
，
摂
取

 8
, 
1
2
 週
間
後
の
皮
下
脂
肪
面
積
，
内
臓
脂
肪
面
積
及
び
総
脂
肪
面
積
（
皮
下
脂
肪
面
積
＋
内
臓
脂

肪
面
積
）
は
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
比
較
し
て
有
意
に
減
少
し
た
（
す
べ
て

p
<

0
.0

5
）
．

〈
血
液
化
学
〉

・
両
群
と
も
に
血
清
中
の
総
ケ
ト
ン
体
，
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
除
く
血
液
測
定
値
は
試
験
期
間
中
に
低
下
し
た
．

・
血
清
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
，
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
に
お
い
て
は

 2
 群
間
に
有
意
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質
に
関
し
て
は
，

V
L

D
L

-C
（
超
低
比
重
リ
ポ
蛋
白
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
摂
取

 1
2
 週
間
後

 (
p
<

0
.0

5
)，

H
D

L
-C

 が
摂
取

 8
 週
間
後

 (
p
<

0
.0

5
) 
に
，
被
験
食
摂
取
群
の
方
が
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
比
較
し
て
有
意
に
減
少
し
た
．



中性脂肪・体脂肪が高めの人のための特定保健用食品 203
・
血
清
中
の
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
ア
ミ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
，

γ
-グ
ル
タ
ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
濃
度
に
お
い
て
は
，

2
 群
間
で

の
違
い
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
血
漿
グ
ル
コ
ー
ス
，
血
清
イ
ン
ス
リ
ン
，
総
ケ
ト
ン
体
に
お
い
て
も

 2
 群
間
で
の
違
い
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

エ
ム
ジ
ー
フ
ァ
ー
マ
（
株
）

1
7
)

ナ
ッ
プ
ル
ド
リ
ン
ク

 1
2
0

グ
ロ
ビ
ン
蛋
白

分
解
物
（

V
al

-
V

al
-T

y
r-

P
ro

 

と
し
て
）

境
界
域
高
脂
血

症
者

被
験
食

グ
ロ
ビ
ン
蛋
白
分
解
物

 (
G

D
) 
を

0
.5

g
 ま
た
は

 1
g
 含
有
し

た
清
涼
飲
料
水

 1
 瓶

 (
5
0

m
l)

 を
試
験
食
（
下
記
）
と
同
時

に
摂
取
し
た
．

試
験
は

 1
 週
間
の
回
復
期
間
を
設
け
さ
せ
た
交
叉
試
験
法

で
行
っ
た
．

試
験
食
と
し
て
，
次
の
①
②
の
試
験
食
を
設
定
し
た
．

①
脂
肪

 2
5

g
 含
有
食

市
販
の
コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
（
ス

ジ
ャ
ー
タ
た
っ
ぷ
り
コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
ポ
タ
ー
ジ
ュ
，

名
古
屋
製
酪
（
株
）
）

2
0
0

g
 に
バ
タ
ー
（
雪
印
無
塩
バ

タ
ー
，
雪
印
（
株
）
）

8
g
，
ラ
ー
ド
（
雪
印
ラ
ー
ド
，

雪
印
（
株
）
）

6
g
 を
加
温
溶
解
さ
せ
，
添
加
し
た
．

②
脂
肪

 4
0

g
 含
有
食
と
し
て
は
上
記
の
ス
ー
プ

 2
0
0

g
 に

バ
タ
ー

 1
7

g
，
ラ
ー
ド

 1
4

g
 を
添
加
し
た
．

被
験
者
数

正
常
人

6
 名
（
平
均
年
齢

 3
7
 歳
）

境
界
域
高

 T
G

 血
症
者

6
 名
（
平
均
年
齢

 3
9
 歳
）

単
回
摂
取
〈
脂
肪
摂
取
量
お
よ
び

 G
D

 有
効
量
設
定
の
た
め
の
予
備
試
験
〉

・
脂
肪

 2
5

g
 ま
た
は

 4
0

g
 含
有
食
と

 G
D

 を
含
ま
な
い
プ
ラ
セ
ボ
用
の
清
涼
飲
料
水
を
正
常
人
に
摂
取
し
た
結
果
，
摂
取

 1
～

4
 時
間
後

に
血
清

 T
G
（
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
）
の
有
意
な
上
昇

 (
p
<

0
.0

5
) 
が
み
ら
れ
，

6
 時
間
後
に
は
摂
取
前
の
レ
ベ
ル
ま
で
低
下
し
た
．

・
脂
肪

4
0

g
 負
荷
時
も
同
様
な
血
清

 T
G

 推
移
を
示
し
，
上
昇
の
程
度
は
脂
肪
摂
取
量
に
対
応
し
て
増
加
し
た
．
脂
肪

 2
5

g
 を
摂
取
し
た

場
合
と

 4
0

g
 を
摂
取
し
た
場
合
で
は

 T
G

 2
～

4
 時
間
値
で
は

 4
0

g
 摂
取
し
た
場
合
で
は

 2
0

g
 摂
取
し
た
場
合
の
約

 1
.7
～

2
.4

 倍
に
，

A
U

C
（

0
～

6
 時
間
）
値
は
約

 2
 倍
に
そ
れ
ぞ
れ
増
大
し
た
．

・
脂
肪
摂
取

 6
 時
間
後
に
お
い
て
も
摂
取
開
始
前
の
血
清

 T
G

 値
に
下
が
っ
て
い
な
か
っ
た
．

・
正
常
人
に
脂
肪

 4
0

g
 含
有
食
と

 G
D

 0
.5

g
 含
有
清
涼
飲
料
水
を
摂
取
し
て
血
清

 T
G

 濃
度
を
測
定
し
た
結
果
，

G
D

 0
.5

g
 の

 T
G

 上
昇

抑
制
効
果
は
プ
ラ
セ
ボ
群
と
比
較
し
て

 2
 時
間
値
に
有
意
差
を
認
め
た

 (
p
<

0
.0

5
)．
抑
制
率
は
プ
ラ
セ
ボ
の

 6
2
～

8
0
％
（

1
～

5
 時
間

値
）
で
あ
っ
た
．

・
G

D
 0

.5
g

 摂
取
時
の

 A
U

C
（

0
～

6
 時
）
値
は
プ
ラ
セ
ボ
群
に
対
し
て
有
意
差
を
認
め
な
か
っ
た
．

・
G

D
 を

 1
g
 に
増
量
し
て
摂
取
し
た
場
合
，
血
清

 T
G

 の
 1
～

5
 時
間
値
は
プ
ラ
セ
ボ
群
の

 4
3
～

6
7
％
に
抑
制
さ
れ
，

A
U

C
（

0
～

6
 時
）

値
は
プ
ラ
セ
ボ
群
の

 5
4
％
に
低
下
し
た

 (
p
<

0
.0

1
)．

〈
G

D
 の
境
界
域
高

 T
G

 血
症
被
験
者
に
お
け
る
作
用
〉

(1
) 
血
清

 T
G

 及
び

 C
M
（
カ
イ
ロ
ミ
ク
ロ
ン
）

-T
G

 に
対
す
る
抑
制
効
果

(i
) 
境
界
域
高

 T
G

 血
症
被
験
者
に
脂
肪

 4
0

g
 を
含
む
試
験
食
と
と
も
に
プ
ラ
セ
ボ
飲
料
，
ま
た
は

 G
D

 1
g
 含
有
清
涼
飲
料
水
を
摂
取
さ

せ
，
血
清

 T
G

 の
測
定
を
行
っ
た
結
果
を
以
下
に
記
す
．

1
) 
プ
ラ
セ
ボ
群

・
血
清

 T
G

 は
摂
取

 3
 時
間
後
に
開
始
時
濃
度
よ
り

 1
.2

5
g
/l
（
⊿
値
）
上
昇
し
て
ピ
ー
ク
に
達
し
，
以
後
低
下
し
た
が

 6
 時
間
後
に
お
い

て
も
開
始
時
濃
度
ま
で
低
下
し
な
か
っ
た
．

2
) 

G
D

 1
g
 含
有
清
涼
飲
料
水
摂
取
群

・
摂
取

 1
～

5
 時
間
後
に
お
け
る
血
清

 T
G

 の
上
昇
が
，
プ
ラ
セ
ボ
群
の

 2
5
～

5
0
％
程
度
に
抑
制
さ
れ
，
開
始
時
以
外
の
測
定
時
間
（
摂

取
 6

 時
間
後
ま
で
の

 1
 時
間
毎
）
に
お
い
て
プ
ラ
セ
ボ
群
と
比
較
し
て
有
意
な
値
を
示
し
た
（

1
, 
2
, 
5
, 
6
 時
間
後

 p
<

0
.0

5
，

3
, 
4
時
間

後
 p

<
0
.0

1
）
．
さ
ら
に
，

6
 時
間
後
に
は
開
始
時
濃
度
ま
で
低
下
し
た
．

・
A

U
C
（

0
～

6
 時
間
）
値
に
お
い
て
は
，
プ
ラ
セ
ボ
群
の

 4
2
％
に
減
少
し
，
プ
ラ
セ
ボ
群
と
の
間
に
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た

 (
p
<

0
.0

1
)．

・
こ
れ
ら
の

 T
G

 上
昇
抑
制
効
果
に
つ
い
て
，
プ
ラ
セ
ボ
群
と

 G
D

 摂
取
群
と
の
差
を
取
り
，
正
常
人
に
お
け
る

 G
D

 効
果
と
比
較
し
た

結
果
，
境
界
域
高

 T
G

 血
症
者
に
お
い
て
は
正
常
人
と
比
較
し
て
，
摂
取

 4
 時
間

 (
p
<

0
.0

1
)，

5
 時
間

 (
p
<

0
.0

5
)，

6
 時
間

 (
p
<

0
.0

1
) 
値

が
い
ず
れ
も
有
意
に
高
値
で
あ
っ
た
．

同
様
に
，

A
U

C
（

0
～

6
 時
間
）
値
も
境
界
域
高

 T
G

 血
症
者
で
有
意
に
高
か
っ
た

 (
p
<

0
.0

1
)

(i
i)

 境
界
域
高

 T
G

 血
症
被
験
者
に
脂
肪

 4
0

g
 を
含
む
試
験
食
と
と
も
に
プ
ラ
セ
ボ
飲
料
，
ま
た
は

 G
D

 1
g
 含
有
清
涼
飲
料
水
を
摂
取
さ

せ
，
血
清

 C
M

-T
G

 の
測
定
を
行
っ
た
結
果
を
以
下
に
記
す
．

1
) 
プ
ラ
セ
ボ
群

・
摂
取

 3
 時
間
後
に
ピ
ー
ク
に
達
し
，
以
後
低
下
し
た
が

 6
 時
間
後
に
お
い
て
も
開
始
時
濃
度
ま
で
低
下
し
な
か
っ
た
．

2
) 

G
D

 1
g
 含
有
清
涼
飲
料
水
摂
取
群

・
プ
ラ
セ
ボ
群
と
同
様
に
摂
取

 3
 時
間
後
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
が
，
摂
取

 1
～

5
 時
間
値
に
お
け
る
上
昇
は
プ
ラ
セ
ボ
群
の

 2
7
～

5
0
％
程

度
に
抑
制
さ
れ
た
．

・
4
, 
5
時
間
値
に
お
い
て
は
有
意
差
が
認
め
ら
れ
，

6
 時
間
後
に
は
開
始
時
濃
度
ま
で
低
下
し
た
（

4
 時
間
後

 p
<

0
.0

5
，

5
 時
間
後

 

p
<

0
.0

1
）
．

・
A

U
C
値
（

0
～

6
 時
間
）
に
つ
い
て
も
プ
ラ
セ
ボ
群
の

 4
1
％
と
有
意
な
抑
制
が
認
め
ら
れ
た

 (
p
<

0
.0

1
)．

〈
V

L
D

L
 値
に
及
ぼ
す
影
響
〉

・
プ
ラ
セ
ボ
群
，

G
D

 1
g
 含
有
清
涼
飲
料
水
と
も
に
血
清

 T
G

 及
び

 C
M

-T
G

 と
同
様
の
変
化
を
示
し
た
．

・
G

D
 1

g
 含
有
清
涼
飲
料
水
の
摂
取
に
よ
り
，
プ
ラ
セ
ボ
群
の

 2
0
～

5
0
％
に
抑
制
さ
れ
，
摂
取

 3
, 
4
, 
5
, 
6
 時
間
後
の
値
は
有
意
に
低
値

と
な
り
（

3
, 
5
, 
6
 時
間
後

 p
<

0
.0

5
，

4
 時
間
後

 p
<

0
.0

1
）
，

6
 時
間
後
に
は
開
始
時
の
濃
度
ま
で
低
下
し
た
．

・
A

U
C
（

0
～

6
 時
間
後
）
は
，

G
D

 1
g
 含
有
飲
料
水
に
お
い
て
，
プ
ラ
セ
ボ
群
の

 4
1
％
に
抑
制
さ
れ
た

 (
p
<

0
.0

1
)．

味
の
素
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ヅ

（
株
）

1
8
)

ブ
レ
ン
デ
ィ
香
る
ブ
ラ
ッ
ク

コ
ー
ヒ
ー
豆
マ

ン
ノ
オ
リ
ゴ
糖

B
M

I 
2

5
k

g
/m

2
 

以
上
の
者

マ
ン
ノ
オ
リ
ゴ
糖
入
り
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
を
被
験
食
と
し
，

3
0
0

m
l 
中
に

 3
g
 含
有
群
と

 6
g
 含
有
群
，
及
び
プ
ラ
セ
ボ

（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
群
の

 3
 群
を
設
け
た
．
そ
れ
ぞ
れ

 1
 日

 

3
0
0

m
l 
ず
つ
摂
取
し
た
．

被
験
者
数
　

7
2
名

プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
，
被
験
食

 3
g
 摂
取
群
，
被
験
食

 6
g
 摂

取
群
各
々

 2
4
 名
と
し
た
．

1
2
 週
間

被
験
食

 3
g
 摂
取
群
を

 A
 群
，
被
験
食

 6
g
 摂
取
群
を

 B
 群
と
す
る
．

〈
試
験
期
間
中
の
試
験
飲
料
摂
取
率
・
栄
養
摂
取
量
・
運
動
量
〉

1
) 
試
験
飲
料
の
摂
取
率

プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
：

9
9
.8
％
，

A
 群
：

9
9
.8
％
，

B
 群
：

9
8
.9
％
で
，
群
間
の
有
意
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
．

2
) 
食
事
調
査
表
の
集
計

平
均
摂
取
熱
量
が

 6
9
9

k
ca

l/
日
と
極
め
て
低
い
こ
と
を
理
由
に

 B
 群
の

 1
 名
を
除
外
し
，
プ
ラ
セ
ボ
群
，

A
 群
各

 2
4
 名
，

B
 群

 2
3
 名

で
統
計
解
析
を
行
っ
た
．

1
 日
当
た
り
の
摂
取
熱
量
平
均
を
次
に
示
す
．

プ
ラ
セ
ボ
群
：

1
,9

5
0
±

3
0
7

k
ca

l/
日
，

A
 群
：

1
,8

6
2
±

2
4
7

k
ca

l/
日
，

B
 群
：

1
,8

5
1
±

3
0
8

k
ca

l/
日
．
群
間
に
お
い
て
有
意
差
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
．
ま
た
，
運
動
量
に
つ
い
て
も
群
間
差
は
，
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
診
察
・
問
診
〉

試
験
期
間
中
に
被
験
食
摂
取
に
よ
る
身
体
異
常
を
訴
え
た
者
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．
医
師
の
診
察
に
お
い
て
も
，
被
験
食
摂
取
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
自
他
覚
症
状

/異
常
所
見
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
身
体
計
測
値
〉

1
) 
被
験
者
選
抜
時

B
M

I，
体
温
，
ウ
エ
ス
ト
，
ヒ
ッ
プ
周
囲
径
，
上
腕
伸
展
側
中
間
部
・
背
部
肩
甲
骨
下
端
部
に
お
け
る
皮
下
脂
肪
厚
，
収
縮
期
・
拡
張

期
血
圧
，
脈
拍
数
に
お
い
て
，
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
被
験
食
群
と
の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

2
) 
試
験
期
間
中

(1
) 
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群

・
摂
取

4
 週
目
に
お
い
て
，
摂
取
開
始
時
と
比
較
し
て
体
重

 (
p
<

0
.0

5
)，

B
M

I 
(p

<
0
.0

5
) 
が
有
意
に
低
下
し
た
．
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 1
2
 週
目
に
お
い
て
，
体
重

 (
p
<

0
.0

0
1
)，

B
M

I 
(p

<
0
.0

0
1
)，
ヒ
ッ
プ
周
囲
径

 (
p
<

0
.0

1
)，
上
腕
伸
展
中
間
部
の
皮
下
脂
肪
厚

 

(p
<

0
.0

1
) 
が
有
意
に
低
下
し
た
．

(2
) 

A
 群

・
摂
取

 4
 週
目
に
お
い
て
，
体
重

 (
p
<

0
.0

5
)，

B
M

I 
(p

<
0
.0

5
) 
が
摂
取
開
始
時
に
比
較
し
て
有
意
に
低
下
し
た
．
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
体
脂

肪
率
よ
り
算
出
し
た
体
脂
肪
量

 (
p
<

0
.0

5
)，
収
縮
期
血
圧

 (
p
<

0
.0

5
)・
拡
張
期
血
圧

 (
p
<

0
.0

1
) 
が
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
セ
ボ
群
に
比
較
し
て

有
意
に
低
下
し
た
．

・
摂
取

 8
 週
目
に
お
い
て
，
体
重

 (
p
<

0
.0

1
)，

B
M

I 
(p

<
0

.0
1

)，
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
体
脂
肪
率

 (
p
<

0
.0

1
)，
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
体
脂
肪
率
よ

り
算
出
し
た
体
脂
肪
量

 (
p
<

0
.0

0
1
)，
ヒ
ッ
プ
周
囲
径

 (
p
<

0
.0

1
)お
よ
び
皮
下
脂
肪
厚
（
上
腕
伸
展
側
中
間
部

 (
p
<

0
.0

1
)，
背
部
肩
甲
骨

下
端
部

 (
p
<

0
.0

5
)）
が
摂
取
開
始
時
に
比
較
し
て
有
意
に
低
下
し
た
．

・
摂
取

 1
2
 週
目
に
お
い
て
，
体
重

 (
p
<

0
.0

1
)，

B
M

I 
(p

<
0
.0

1
)，
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
体
脂
肪
率

 (
p
<

0
.0

1
)，
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
体
脂
肪
よ

り
算
出
し
た
体
脂
肪
量

 (
p
<

0
.0

1
)，

D
E

X
A

 に
よ
る
体
脂
肪
量

 (
p
<

0
.0

5
)，
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径

 (
p
<

0
.0

1
)，
ヒ
ッ
プ
周
囲
径

 (
p
<

0
.0

1
)，

皮
下
脂
肪
厚
（
上
腕
伸
展
側
中
間
部
，
背
部
肩
甲
骨
下
端
部
）

(p
<

0
.0

1
) 
が
有
意
に
低
下
し
た
．
ま
た
，
背
部
肩
甲
骨
下
端
部
は
プ
ラ

セ
ボ
群
と
比
較
し
て
有
意
に
低
下
し
た

 (
p
<

0
.0

5
)

(3
) 

B
群

・
摂
取

 4
 週
目
に
お
い
て
，
収
縮
期
血
圧
・
拡
張
期
血
圧
が
そ
れ
ぞ
れ
摂
取
開
始
時
に
比
較
し
て
有
意
に
低
下
し
た

 (
p
<

0
.0

1
)．
ま
た
，

ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
が
プ
ラ
セ
ボ
群
と
比
較
し
て
有
意
に
低
下
し
た

 (
p
<

0
.0

1
)．

・
摂
取

8
週
目
に
お
い
て
，
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
体
脂
肪
率

 (
p
<

0
.0

5
)，
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
体
脂
肪
よ
り
算
出
し
た
体
脂
肪
量

 (
p
<

0
.0

5
)，

ヒ
ッ
プ
周
囲
径

 (
p
<

0
.0

5
)，
皮
下
脂
肪
厚
（
上
腕
伸
展
側
中
間
部

 (
p
<

0
.0

0
1
)，
背
部
肩
甲
骨
下
端
部

 (
p
<

0
.0

1
)）
，
収
縮
期
血
圧
・
拡

張
期
血
圧
（
そ
れ
ぞ
れ

 p
<

0
.0

1
）
が
そ
れ
ぞ
れ
摂
取
開
始
時
に
比
較
し
て
有
意
に
低
下
し
た
．
ま
た
，
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径

 (
p
<

0
.0

5
)，

ヒ
ッ
プ
周
囲
径

 (
p
<

0
.0

5
)，
皮
下
脂
肪
厚
（
上
腕
伸
展
側
中
間
部
，
背
部
肩
甲
骨
下
端
部
）
（
そ
れ
ぞ
れ

 p
<

0
.0

5
）
が
プ
ラ
セ
ボ
群
に

比
較
し
て
有
意
に
低
下
し
た
．

・
摂
取

 1
2
 週
目
に
お
い
て
，
体
重

 (
p
<

0
.0

5
)，

B
M

I 
(p

<
0
.0

1
)，
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
体
脂
肪
よ
り
算
出
し
た
体
脂
肪
量

 (
p
<

0
.0

5
)，

D
E

X
A

 に
よ
る
体
脂
肪
量

 (
p
<

0
.0

5
)，
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径

 (
p
<

0
.0

0
1
)，
ヒ
ッ
プ
周
囲
径

 (
p
<

0
.0

0
1
)，
皮
下
脂
肪
厚
（
上
腕
伸
展
側
中

間
部
，
背
部
肩
甲
骨
下
端
部
）
 （
そ
れ
ぞ
れ

 p
<

0
.0

0
1
）
が
摂
取
開
始
時
に
比
較
し
て
有
意
に
低
下
し
た
．
ま
た
，
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径

 

(p
<

0
.0

5
)，
皮
下
脂
肪
厚
（
上
腕
伸
展
側
中
間
部

 (
p
<

0
.0

1
)，
背
部
肩
甲
骨
下
端
部

 (
p
<

0
.0

5
)）
が
プ
ラ
セ
ボ
群
に
比
較
し
て
有
意
に
低

下
し
た
．

〈
C

T
 撮
影
に
よ
る
臍
部
横
断
面
脂
肪
面
積
〉

・
プ
ラ
セ
ボ
群

 4
 名
，

A
群

 4
 名
，

B
 群

 3
 名
の
計

 1
1
 名
は
腹
周
囲
面
積
が
大
き
く
，
機
器
測
定
範
囲
を
超
え
て
い
た
た
め
，
完
全
な

 

C
T

 画
像
が
得
ら
れ
ず
，
皮
下
脂
肪
面
積
の
測
定
が
不
能
で
あ
っ
た
．

・
摂
取
開
始
時
の
全
体
脂
肪
面
積
，
内
臓
脂
肪
面
積
に
つ
い
て
，
プ
ラ
セ
ボ
群
と

 A
 群
・

B
 群
と
の
間
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

摂
取

 1
2
 週
目
の
結
果
を
以
下
に
記
す
．

(1
) 
プ
ラ
セ
ボ
群

全
体
脂
肪
面
積
，
皮
下
脂
肪
面
積
，
内
臓
脂
肪
面
積
に
つ
い
て
有
意
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

(2
) 

A
 群

・
摂
取
開
始
時
と
比
較
し
て
全
体
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

1
)，
皮
下
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

5
)，
内
臓
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

1
) 
が
有
意
に
低
下
し
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
比
較
し
て
，
摂
取

 0
 週
目
か
ら
の
変
化
量
は
，
全
体
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

1
)，
皮
下
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

5
)，
内
臓
脂

肪
面
積

 (
p
<

0
.0

1
) 
が
有
意
に
減
少
し
た
．

(3
) 

B
 群

・
摂
取
開
始
時
と
比
較
し
て
全
体
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

0
1
)，
皮
下
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

0
1
)，
内
臓
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

1
)が
有
意
に
低
下
し
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
比
較
し
て
，
摂
取

 0
 週
目
か
ら
の
変
化
量
は
，
全
体
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

1
)，
皮
下
脂
肪
面
積

 (
p
<

0
.0

1
)，
内
臓
脂

肪
面
積

 (
p
<

0
.0

5
) 
が
有
意
に
減
少
し
た
．

〈
血
液
検
査
〉

・
A

 群
の

 1
 名
が
摂
取

 1
2
 週
目
に
お
い
て
血
漿
が
乳
糜
し
た
た
め
，
正
確
な
値
が
測
定
で
き
ず
，
解
析
か
ら
除
外
し
た
．
統
計
解
析
は

プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群

 2
4
 名
，

A
 群

 2
3
 名
，

B
 群

 2
3
 名
で
行
っ
た
．

摂
取

 1
2
 週
目
の
結
果
を
以
下
に
記
す
．

(1
) 
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群

女
性
で

 H
D

L
-C

 値
に
お
い
て
，
有
意
な
低
下
が
認
め
ら
れ
た

 (
p
<

0
.0

5
)．

(2
) 

A
 群

有
意
な
変
動
，
正
常
範
囲
か
ら
の
逸
脱
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

(3
) 

B
群

有
意
な
変
動
，
正
常
範
囲
か
ら
の
逸
脱
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

日
本
水
産
（
株
）

1
9
)

イ
マ
ー
ク

エ
イ
コ
サ
ペ
ン

タ
エ
ン
酸

中
性
脂
肪
値
が

 

1
0
0
～

3
0
0

m
g
/

d
l 
の
者

除
外
基
準
は
表

 

3
 に
示
す

1
0

0
m

l（
1
 本
）
あ
た
り
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸

 (
E

P
A

) 

2
8
％
，
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸

 (
D

H
A

) 
1
2
％
を
含
む
濃
縮

魚
油
を

 2
.2
％

(w
/v

) 
含
有
す
る
飲
料
（

1
 本
あ
た
り
，

E
P

A
 

6
0

0
m

g
，

D
H

A
 2

6
0

m
g
 含
有
）
を
被
験
食
と
し
た
．
こ

れ
を

 1
 日

 1
 本

 (
1

0
0

m
l)
，
時
間
を
定
め
ず
に
摂
取
し
た
．

試
験
は
被
験
食
摂
取
群
と
，
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
の
無
作

為
化
二
重
盲
検
比
較
試
験
に
て
実
施
し
た
．

被
験
者
数

被
験
食
摂
取
群

 2
7
 名

（
男
／
女
；

1
8

/9
，
平
均
年
齢

 4
5
±

1
0
 歳
）

プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群

 2
6
 名

（
男
／
女
；

1
6
/1

0
，
平
均
年
齢

 4
8
±

1
0
 歳
）

1
2
 週
間

〈
試
験
対
象
者
背
景
〉

試
験
開
始
前
の
試
験
対
象
者
の

 T
G
，
脂
質
関
連
検
査
値
に
お
い
て
は
被
験
食
摂
取
群
・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
の
間
に

 T
G

 値
，

T
C

 

値
，

H
D

L
-C

 値
，

L
D

L
-C

 値
，

F
F

A
（
遊
離
脂
肪
酸
）
，

R
L

P
-C
（
レ
ム
ナ
ン
ト
様
リ
ポ
蛋
白
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
，
値
の
い
ず
れ
に

お
い
て
も
有
意
な
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
血
清
脂
肪
酸
の
推
移
〉

(1
) 
血
清

 E
P

A
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
濃
度

 (
w

/w
)

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
，
摂
取
開
始
前
の

 2
.1
％
か
ら
，
摂
取

 4
 週
間
後
に

 3
.3
％
，

8
 週
間
後
に

 3
.2
％
，

1
2
 週
間
後
に

 3
.3
％
と
推

移
，
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
（
す
べ
て

 p
<

0
.0

1
）
．
ま
た
，
プ
ラ
セ
ボ
群
と
の
比
較
に
お
い
て
も
，
摂
取

 4
, 
8
, 
1
2
 週
間
後
の
い
ず
れ
も

有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
（
す
べ
て

 p
<

0
.0

1
）
．

・
プ
ラ
セ
ボ
群
で
は
摂
取
開
始
前
の

 1
.8
％
か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 2
.0
％
，

8
 週
間
後
に

 2
.1
％
，

1
2
 週
間
後
に

 2
.0
％
と
推
移
し
た
が
，

い
ず
れ
も
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

(2
) 
血
清

 E
P

A
 と

 A
A
（
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
）
の
割
合
；

E
P

A
/A

A

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
，
摂
取
開
始
前
の

 0
.5

 か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 0
.7
，

8
 週
間
後
に

 0
.7
，

1
2
 週
間
後
に

 0
.7

 へ
と
推
移
し
た
．

こ
れ
ら
の
変
化
は
い
ず
れ
も
摂
取
開
始
前
の
値
と
比
較
し
て
有
意
な
上
昇
で
あ
っ
た
（
す
べ
て

 p
<

0
.0

1
）
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
で
は
摂
取
開
始
前
の
値

 0
.4

 か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 0
.4
，

8
 週
間
後
に

 0
.5
，

1
2
 週
間
後
に

 0
.7

 へ
と
推
移
し
た
．

8
 

週
間
後

 (
p
<

0
.0

5
) 
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
．
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・
群
間
比
較
で
は
，
被
験
食
摂
取
群
の
方
が
，
摂
取

 4
 週
間
後
か
ら

 1
2
 週
間
後
の
い
ず
れ
の
値
も
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
比
較
し
て
高
く
，

有
意
差
を
認
め
た
（

4
, 
1
2
 週
間
後

 p
<

0
.0

1
，

8
 週
間
後

 p
<

0
.0

5
）
．

(4
) 
血
清
中
の

 n
-3

 系
列
脂
肪
酸
と

 n
-6

 系
列
脂
肪
酸
と
の
比
率
；

n
-3

/n
-6

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
開
始
前
の
値

 0
.2

6
 か
ら
，
摂
取

 4
 週
間
後
に

 0
.3

0
，

8
 週
間
後
に

 0
.2

9
，

1
2
 週
間
後
に

 0
.3

2
 へ

と
推
移
し
た
．

4
 週
間
後
，

8
 週
間
後
で
有
意
差
を
認
め
た

 (
p
<

0
.0

1
)．

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
開
始
前
の
値

 0
.2

3
 か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 0
.2

6
，

8
 週
間
後
に

 0
.2

4
，

1
2
 週
間
後
に

 0
.2

6
 へ
と

推
移
し
た
が
い
ず
れ
も
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
群
間
比
較
で
は
，
摂
取

 8
 週
間
後
で
傾
向
を
認
め
る
の
み
で
あ
っ
た
．

〈
血
清
脂
質
の
推
移
〉

(1
) 

T
G

 値
・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
開
始
前
の
値

 1
7
0

m
g
/d

l 
か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 1
4
5

m
g
/d

l，
8
 週
間
後
に
，

1
2
 週
間
後
に

 

1
3
4

m
g
/d

l 
に
低
下
し
，
い
ず
れ
も
摂
取
開
始
前
の
値
と
比
較
し
て
有
意
な
低
下
で
あ
っ
た
（
変
化
率
；
摂
取

 4
, 
1
2
 週
間
後

 p
<

0
.0

5
，

8
 週
間
後

 p
<

0
.0

1
）
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
開
始
前
の
値

 1
5
2

m
g
/d

l 
か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に
は
変
化
な
く
，

8
 週
間
後
に

 1
4
8

m
g
/d

l 
と
変

化
し
た
．
い
ず
れ
も
摂
取
開
始
前
の
値
と
比
較
し
て
有
意
な
変
化
で
は
な
か
っ
た
．

・
群
間
比
較
で
は
，
摂
取

 4
 週
間
後
か
ら

 1
2
 週
間
後
の
変
化
量
・
変
化
率
に
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
．

変
化
量
に
関
し
て
は
，

4
, 
1
2
 週
間
後

 p
<

0
.0

5
，

8
 週
間
後

 p
<

0
.0

1
，
変
化
率
に
関
し
て
は

 4
, 
1
2
 週
間
後

 p
<

0
.0

5
，

8
 週
間
後

 p
<

0
.0

1
．

(2
) 

T
C

 値
・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
，
摂
取
開
始
前
の
値

 2
0
6

m
g
/d

lか
ら
，
摂
取

 4
 週
間
後
に

 2
0
9

m
g
/d

l，
8
 週
間
後
に

 2
0
6

m
g
/d

l，
1
2
 週
間

後
に

 2
1
0

m
g
/d

l 
と
推
移
し
た
．
い
ず
れ
も
，
摂
取
開
始
前
の
値
に
比
較
し
て
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
開
始
前
の
値

 2
1
8

m
g
/d

l 
か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 2
2
5

m
g
/d

l，
8
 週
間
後
に

 2
2
0

m
g
/d

l，
1
2
 週

間
後
に

 2
2
1

m
g
/d

l 
と
推
移
し
た
．
い
ず
れ
も
摂
取
前
の
値
と
比
較
し
て
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
群
間
比
較
に
お
い
て
も
い
ず
れ
の
時
期
も
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
H

D
L

-C
〉

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
，
摂
取
前
の
値

 5
2

m
g

/d
l 
か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 5
5

m
g
/d

l，
8
 週
間
後
に

 5
5

m
g
/d

l，
1
2
 週
間
後
に

 

5
7

m
g
/d

l 
に
上
昇
し
た
．
い
ず
れ
も
摂
取
前
の
値
と
比
較
し
て
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
．
測
定
値
・
変
化
量
に
関
し
て
は
，
す
べ
て

 

p
<

0
.0

5
，
変
化
率
に
関
し
て
は

 4
 週
間
後

 p
<

0
.0

5
，

8
, 
1
2
 週
間
後

 p
<

0
.0

1
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
開
始
前
の
値

 5
4

m
g
/d

l 
か
ら
，
摂
取

 4
 週
間
後
に

 5
9

m
g
/d

l，
8
 週
間
後
に

 5
8

m
g
/d

l，
1
2
 週

間
後
に

 6
1

m
g
/d

l 
と
推
移
し
た
．
い
ず
れ
も
摂
取
前
の
値
と
比
較
し
て
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
．
測
定
値
・
変
化
量
・
変
化
率
す
べ
て

 

p
<

0
.0

1
．

・
群
間
比
較
に
お
い
て
は
い
ず
れ
の
時
期
も
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
L

D
L

-C
〉

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
は
摂
取
前
の
値

 1
2
3

m
g
/d

l 
か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
は
変
化
な
く
，

8
 週
間
後
に

 1
2
2

m
g
/d

l，
1
2
 週
間
後
に

 

1
2
2

m
g
/d

l 
と
推
移
し
た
．
い
ず
れ
も
摂
取
前
の
値
と
比
較
し
て
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
摂
取
前
の
値

 1
3
1

m
g
/d

l 
か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 1
3
5

m
g
/d

l，
8
 週
間
後
に

 1
3
5

m
g
/d

l，
1
2
 週
間
後
に

 

1
3
0

m
g
/d

l 
と
推
移
し
た
．
い
ず
れ
も
摂
取
前
の
値
と
比
較
し
て
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
群
間
比
較
に
お
い
て
も
い
ず
れ
の
時
期
も
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
R

L
P

-C
〉

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
前
の
値

 6
.7

m
g
/d

l 
か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 6
.0

m
g
/d

l，
8
 週
間
後
に

 5
.5

m
g
/d

l，
1
2
 週
間
後
に

 

5
.4

m
g
/d

l 
と
推
移
し
た
．

8
 週
間
後
に
お
い
て
，
測
定
値
・
変
化
量
・
変
化
率
の
い
ず
れ
の
値
も
摂
取
前
の
値
と
比
較
し
て
有
意
な
低

下
が
認
め
ら
れ
た
（
す
べ
て

 p
<

0
.0

1
）
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
前
の
値

 5
.5

m
g

/d
l 
か
ら
，
摂
取

 4
 週
間
後
に

 5
.3

m
g
/d

l，
8
 週
間
後
に

 5
.5

m
g
/d

l，
1
2
 週
間

後
に

 6
.1

m
g
/d

l 
と
推
移
し
た
．

1
2
 週
間
後
に
お
い
て
は
，
測
定
値
・
変
化
量
・
変
化
率
の
い
ず
れ
の
値
も
摂
取
前
の
値
と
比
較
し
て

有
意
な
上
昇
で
あ
っ
た
（
測
定
値
・
変
化
量

 p
<

0
.0

5
，
変
化
率

 p
<

0
.0

1
）
．

・
群
間
比
較
に
お
い
て
は
，
変
化
量
・
変
化
率
が

 8
 週
間
後
，

1
2
 週
間
後
で
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
（
変
化
量
・
変
化
率

 8
 週
間
後

 

p
<

0
.0

1
，
変
化
量
・
変
化
率

 1
2
 週
間
後

 p
<

0
.0

1
）
．

〈
M

D
A

-L
D

L
〉

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
前
の
値

 1
2
7

U
/L

 か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 1
2
6

U
/L
，

8
 週
間
後
に

 1
2
4

U
/L
，

1
2
 週
間
後
に

 

1
1
1

U
/L

 と
推
移
し
た
．

1
2
 週
間
後
に
低
下
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
前
の
値

 1
2
6

U
/L

 か
ら
摂
取

 4
 週
間
後
に

 1
3
8

U
/L
，

8
 週
間
後
に

 1
3
1

U
/L
，

1
2
 週
間
後
に

 

1
1
2

U
/L
と
推
移
し
た
．

・
群
間
比
較
で
は
，
い
ず
れ
の
時
期
に
お
い
て
も
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
血
液
学
的
検
査
・
血
清
生
化
学
的
検
査
〉

・
被
験
食
摂
取
群
・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
も
に
正
常
域
内
で
変
化
が
認
め
ら
れ
た
が
，
臨
床
上
問
題
と
な
る
も
の
は
な
か
っ
た
．

株
式
会
社
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス

2
0
)

D
H

A
 入
り
サ
ー
ラ
ソ
ー
セ
ー

ジ

ド
コ
サ
ヘ
キ
サ

エ
ン
酸

 
(D

H
A

)

基
準
・
除
外
は

表
 4

 に
示
す

被
験
食
は

 1
 本

 (
5
0

g
) 
あ
た
り

 D
H

A
 8

5
0

m
g
，
及
び

 E
P

A
 

2
0
0

m
g
 を
含
有
す
る
様
に
精
製
魚
油
を
配
合
し
た
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
用
い
た
．
こ
れ
を

 1
 日

 1
 本
摂
取
し
，
プ
ラ
セ

ボ
を
用
い
た
二
重
盲
検
並
行
群
間
比
較
試
験
を
実
施
し
た
．

被
験
者
数

被
験
食
摂
取
群

 3
2
 名

（
男
／
女
；

1
9
/1

3
，
平
均
年
齢

 4
6
±

2
 歳
）

プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群

 3
2
 名

（
男
／
女
；

2
0
/1

2
，
平
均
年
齢

 4
4
±

2
 歳
）

1
2
 週
間

〈
被
験
者
背
景
〉

摂
取
前
の

 T
G

 値
，

T
C

 値
，

H
D

L
-C

 値
，

L
D

L
-C

 値
，

R
L

P
-C

 値
，

F
F

A
 値
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
，
被
験
食
摂
取
群
，
プ
ラ
セ
ボ

摂
取
群
の
間
で
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
試
験
期
間
中
の
栄
養
摂
取
量
〉

摂
取
前
，
摂
取

 4
 週
目
，

1
2
 週
目
の
各
採
血
日
前
に
，

3
 日
間
調
査
し
た
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
蛋
白
質
，
脂
質
，
炭
水
化
物
摂
取
量
を
両

群
で
比
較
し
た
が
群
間
に
差
は
な
か
っ
た
．

〈
血
清
脂
質
の
推
移
〉

(1
) 
血
清
脂
肪
酸
組
成

(i
) 

D
H

A
/A

A
（
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
）
比

・
被
験
食
摂
取
群
で
，
摂
取
前
，

4
 週
目
，

8
 週
目
，

1
2
 週
目
で
そ
れ
ぞ
れ

 0
.8

4
±

0
.0

5
，

1
.1

6
±

0
.0

6
，

1
.1

5
±

0
.0

7
，

1
.0

7
±

0
.0

7
 で
あ
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
で
は

 0
.9

4
±

0
.0

6
，

0
.9

8
±

0
.0

5
，

0
.9

7
±

0
.0

5
，

0
.8

9
±

0
.0

8
 で
あ
っ
た
．

・
被
験
食
摂
取
群
で
は
各
時
点
で
摂
取
前
と
比
較
し
て
有
意
に
上
昇
し
た
．
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
で
は
有
意
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
．
ま
た
，
被
験
食
摂
取
群
の
変
化
量
は
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
の
比
較
に
お
い
て
各
時
点
で
有
意
に
上
昇
し
た
．
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(i

i)
 E

P
P

/A
A

 比
・
被
験
食
摂
取
群
で
は
摂
取
前
，

4
 週
目
，

8
 週
目
，

1
2
 週
目
で
そ
れ
ぞ
れ

 0
.3

5
±

0
.0

4
，

0
.5

8
±

0
.0

5
，

0
.5

2
±

0
.0

4
，

0
.4

8
±

0
.0

4
 で
あ
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
群
で
は

 0
.4

3
±

0
.0

4
，

0
.4

4
±

0
.0

4
，

0
.4

4
±

0
.0

4
，

0
.4

9
±

0
.0

7
 で
あ
っ
た
．

・
被
験
食
摂
取
群
で
各
時
点
に
お
い
て
摂
取
前
と
比
較
し
て
有
意
に
上
昇
し
た
．
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
は
有
意
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
被
験
食
摂
取
群
の
変
化
量
は
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
の
比
較
に
お
い
て

 4
 週
目
，

8
 週
目
で
有
意
に
上
昇
し
た
．

(i
ii

) 
n
-3

 系
列
脂
肪
酸
と

 n
-6

 系
列
脂
肪
酸
の
比
率

 (
n
-3

/n
-6

)

・
被
験
食
摂
取
群
で
摂
取
前
，

4
 週
目
，

8
 週
目
，

1
2
 週
目
で
そ
れ
ぞ
れ

 0
.2

2
±

0
.0

1
，

0
.3

2
±

0
.0

2
，

0
.3

1
±

0
.0

2
，

0
.2

9
±

0
.0

2
 で
あ
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
で
は

 0
.2

4
±

0
.0

2
，

0
.2

5
±

0
.0

2
，

0
.2

4
±

0
.0

1
，

0
.2

6
±

0
.0

2
 で
あ
っ
た
．

・
被
験
食
摂
取
群
で
各
時
点
に
お
い
て
摂
取
前
と
比
較
し
て
有
意
に
上
昇
し
た
．
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
は
有
意
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
．

・
被
験
食
摂
取
群
の
変
化
量
は
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
の
比
較
に
お
い
て

 4
 週
目
，

8
 週
目
で
有
意
に
上
昇
し
，

1
2
 週
目
で
上
昇
の
傾
向
を

示
し
た
．

(2
) 

T
G

 値
・
被
験
食
摂
取
群
で
，
摂
取
前
の
値

 1
7
7
±

1
0

m
g
/d

l 
か
ら

 4
 週
目

 1
3
5
±

7
m

g
/d

l（
変
化
率

 7
9
±

3
％
）
，

8
 週
目

 1
5
2
±

9
m

g
/d

l（
変
化
率

 

8
7

±
4
％
）
，

1
2
 週
目

 1
3
2
±

7
m

g
/d

l（
変
化
率

 7
6

±
4
％
）
と
な
り
，
こ
れ
ら
の
変
化
は
い
ず
れ
も
摂
取
前
の
値
に
対
し
て
有
意
な
低
下

で
あ
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
で
は
摂
取
前
の
値

 1
7
7
±

9
m

g
/d

l 
か
ら

 4
 週
目

 1
7
2
±

1
0

m
g
/d

l（
変
化
率

 1
0
1
±

6
％
）
，

8
 週
目

 1
8
6
±

1
7

m
g
/d

l（
変

化
率

 1
1
1
±

1
3
％
）
，

1
2
 週
目

 1
6
5
±

1
1

m
g
/d

l（
変
化
率

 9
6

±
6
％
）
と
な
っ
た
．
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
摂
取
前
の
値
に
対
し
て
有
意
な

変
化
で
は
な
か
っ
た
．

・
被
験
食
摂
取
群
と
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
の
変
化
量
・
変
化
率
の
比
較
に
お
い
て
は
，

4
 週
目
，

1
2
 週
目
で
被
験
食
摂
取
群
が
有
意
に
低
下

し
た
．

(3
) 

R
L

P
-C
値

・
被
験
食
摂
取
群
で
，
摂
取
前
の
値

 8
.0

±
0
.5

m
g
/d

l 
か
ら

 4
 週
目

 5
.5

±
0
.4

m
g
/d

l（
変
化
率

 7
4
±

4
％
）
，

8
 週
目

 6
.1

±
0
.4

m
g
/d

l（
変
化

率
 8

0
±

3
％
）
，

1
2
 週
目

 5
.5

±
0
.3

m
g
/d

l（
変
化
率

 7
4

±
4
％
）
と
な
り
，
こ
れ
ら
の
変
化
は
い
ず
れ
も
摂
取
前
に
対
し
て
有
意
な
低
下

で
あ
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
で
は
摂
取
前
の
値

 8
.3

±
0
.6

m
g
/d

l 
か
ら

 4
 週
目

 7
.7

±
0
.4

m
g
/d

l（
変
化
率

 1
0
3
±

8
％
）
，

8
 週
目

 8
.1

±
1
.3

m
g
/d

l（
変

化
率

 1
1
1
±

2
3
％
）
，

1
2
 週
目

 7
.0

±
0
.6

m
g
/d

l（
変
化
率

 9
3

±
8
％
）
と
な
っ
た
が
，
い
ず
れ
も
有
意
な
変
化
で
は
な
か
っ
た
．

・
被
験
食
摂
取
群
の
変
化
量
・
変
化
率
は
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
の
比
較
に
お
い
て
は

 1
2
 週
目
で
低
下
傾
向
を
示
し
た
．

(3
) 
そ
の
他
の
血
清
脂
質
検
査
値

・
T

C
 値
は
摂
取
前
と
の
比
較
，
及
び
群
間
比
較
に
お
い
て
有
意
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
H

D
L

-C
 値
は
被
験
食
摂
取
群
で
，
摂
取
前
の
値
と
比
較
し
て

 4
 週
目
，

8
 週
目
，

1
2
 週
目
と
ど
の
時
点
で
も
有
意
に
増
加
し
た
．

・
L

D
L

-C
 値
・

F
F

A
 値
は
摂
取
前
と
の
比
較
，
及
び
群
間
比
較
に
お
い
て
有
意
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

(4
) 
血
液
学
的
検
査
及
び
血
清
生
化
学
的
検
査

臨
床
上
問
題
と
な
る
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

不
二
製
油
（
株
）

2
1
)

リ
ポ
ス
ル
ー

ベ
ー
タ
コ
ン
グ

リ
シ
ニ
ン

脂
質
異
常
症
，

糖
尿
病
，
肝
機

能
障
害
の
治
療

を
行
っ
て
い
る

者
，
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
者
を

除
く
．

試
験

 1
 は
日
本

動
脈
硬
化
学
会

の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
従
っ
て

 

T
G

 が
 

1
5

0
m

g
/d

l 

(1
.6

9
m

m
o
l)

 

以
上
で
脂
質
異

常
者
と
し
て
見

な
さ
れ
た
者
．

試
験

 2
 は
日
本

肥
満
学
会
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に

従
っ
て

 B
M

I 

が
 2

5
 か
ら

 3
0
 

の
間
で
肥
満
と

見
な
さ
れ
た

者
．

1
 粒

(1
.5

8
g
) 
中
に
大
豆
ベ
ー
タ
コ
ン
グ
リ
シ
ニ
ン

 0
.6

2
5

g
 

含
有
し
た
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
被
験
食
と
し
，
プ
ラ
セ
ボ
を

用
い
た
二
重
盲
検
プ
ラ
セ
ボ
対
照
試
験
を
実
施
し
た
．

被
験
者
数

試
験

 1
（
血
清

 T
G
）

被
験
食
摂
取
群

 6
5
 名

（
男
／
女
；

4
5
/2

0
，
平
均
年
齢

 4
6
±

1
 歳
）

プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群

 6
1
 名

（
男
／
女
；

4
3
/1

8
，
平
均
年
齢

 4
6
±

1
 歳
）

試
験

 2
（
内
臓
脂
肪
）

被
験
食
摂
取
群

 4
5

 名
（
男
／
女
；

 2
2
/2

3
，
平
均
年
齢

 4
3
±

2
 歳
）

プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群

 5
0
 名

（
男
／
女
；

2
5
/2

5
，
平
均
年
齢

 4
4
±

1
 歳
）

1
2
 週
間

試
験

 1
 〈
血
清

 T
G
〉

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
摂
取
前

 2
.6

5
±

0
.0

9
m

m
o
l/

l 
で
あ
っ
た
．
摂
取

 4
, 
8
, 
1
2
 週
間
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ

 0
.3

1
±

0
.0

8
，

0
.2

6
±

0
.0

9
，

0
.3

6
±

0
.0

9
m

m
o
l/

l 
の
減
少
が
み
ら
れ
た
．

4
, 
1
2
 週
間
後
は
い
ず
れ
も
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
（

4
 週
間
後

 p
<

0
.0

5
，

1
2
 

週
間
後

 p
<

0
.0

1
）
．

8
 週
間
後
は
減
少
傾
向
で

 p
<

0
.1

 で
あ
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
，
減
少
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
遊
離
脂
肪
酸
に
つ
い
て
は
，
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
摂
取
前
の
値

 0
.5

7
±

0
.0

2
m

E
q
/l

 か
ら
摂
取

 1
2
 週
間
後
に

 0
.4

8
±

0
.0

3
m

E
q
/l

 ま
で
減
少
し
た

 (
p
<

0
.0

1
)．
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
有
意
な
減
少
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
血
清
ア
ポ
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質
〉

(1
) 
ア
ポ
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質

 B

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
，
摂
取
前

 1
.1

8
±

0
.0

3
m

g
/l

 で
あ
っ
た
．
摂
取

 4
, 
1
2
 週
間
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ

 0
.0

2
4
±

0
.0

1
6
，

0
.0

1
7
±

0
.0

1
9

g
/l

 の
減
少
が
み
ら
れ
た
．

4
 週
間
後
は
有
意
差

 (
p
<

0
.0

5
) 
が
認
め
ら
れ
た
が
，

1
2
 週
間
後
に
お
い
て
は
減
少
傾
向
で

 

p
<

0
.1

 で
あ
っ
た
．

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
減
少
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
．

(2
) 
ア
ポ
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質

 C
II

・
被
験
食
摂
取
群
，
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
と
も
に
減
少
は
み
ら
れ
た
が
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

(3
) 
ア
ポ
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質

 E

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
，
摂
取
前

 5
8
.7

±
2
.0

m
g
/l

 か
ら
摂
取

 1
2
 週
間
後
に

 5
4
.8

±
1
.8

m
g
/l

 ま
で
有
意
に
減
少
し
た

 (
p
<

0
.0

1
)

・
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
摂
取
前

 5
7
.9

±
1
.7

m
g
/l

 か
ら
摂
取

 1
2
 週
間
後
に

 5
6
.7

±
1
.9

m
g
/l

 ま
で
減
少
は
み
ら
れ
た
が
有
意
差
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

試
験

 2

〈
腹
部
脂
肪
〉

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
い
て
，
摂
取
前
の
内
臓
脂
肪
が

 1
0
7
.5

±
6
.6

cm
2
 で
あ
っ
た
．
摂
取

 1
2
, 
2
0
 週
間
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ

 5
.3

±
2

.3
cm

2
，

5
.0

±
2

.3
cm

2
 減
少
し
た
．

1
2
 週
間
後
の
値
は
傾
向
が
認
め
ら
れ
た

 (
p
<

0
.1

) 
が
有
意
差
は
認
め
ら
れ
ず
，

2
0
 週
間
後
の
値
は
有
意
差

 

(p
<

0
.0

1
) 
が
認
め
ら
れ
た
．

・
被
験
者
の
う
ち

 1
0
0

cm
2
 以
上
の
内
臓
脂
肪
で
あ
っ
た

 4
6
 人
（
被
験
食
摂
取
群
　
男
／
女
；

1
2
/1

2
，
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
　
男
／
女
；

1
3

/9
）
の
変
化
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
，
被
験
食
摂
取
群
で
は
摂
取
前
の
値

 1
3

6
.9

±
7

.5
cm

2
 が
摂
取

 1
2
, 
2
0
 週
間
後
に
は
そ
れ
ぞ
れ

 

7
.1

±
4

.0
cm

2
，

6
.6

±
3
.8

cm
2
 減
少
し
た
．

1
2
 週
間
後
の
値
は
傾
向
が
認
め
ら
れ
た

 (
p
<

0
.1

) 
が
有
意
差
は
認
め
ら
れ
ず
，

2
0
 週
間
後
の

値
は
有
意
差

 (
p
<

0
.0

1
) 
が
認
め
ら
れ
た
．
プ
ラ
セ
ボ
摂
取
群
に
お
い
て
は
減
少
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
．

〈
血
清
脂
質
〉

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
け
る
血
清

 T
G

 は
摂
取
前
の
値

 1
.4

5
±

0
.1

0
m

m
o
l/

l 
か
ら
摂
取

 2
0
 週
間
後
に

 1
.3

3
±

0
.1

1
m

m
o
l/

l 
ま
で
減
少
し
た

が
，
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
．

・
被
験
食
摂
取
群
に
お
け
る
遊
離
脂
肪
酸
は
摂
取
前
の
値

 0
.4

8
±

0
.0

3
m

E
q
/l

 か
ら
摂
取

 2
0
 週
間
後
に

 0
.4

0
±

0
.0

3
m

E
q
/l

 ま
で
有
意
に
減

少
し
た

 (
p
<

0
.0

1
)．
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分トロンボプラスチン時間とトータル PAI-1 は有意な

変化はみられなかった．

・プロトロンビン時間国際標準化比は有意に増加したも

のの基準範囲内の変化で臨床上問題となるものではな

かった．

3.2　有効性試験

有効性試験については表 5 に製造会社名，商品名，関

与成分，対象者，被験食・摂取量・人数，摂取期間，試

験結果等について概略を記した．
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ABSTRACT

Examination of Several FOSHU Used in Hyperlipidemia

Hirotaka HAYASHI1,2, Satoshi OHNO2, Takanari ARAI3, Nobutaka SUZUKI2

1 Center for Innovation, Kanazawa University

2 Department of Complementary and Alternative Medicine Clinical Research and Development, Kanazawa University Graduate 

School of Medical Science

3 Center for the Advancement of Pregnancy, Perinatal and Infant Care, Kanazawa University Hospital

Among “food for specified health use” (FOSHU) useful in treating life-style related diseases related to arterial sclerosis are

those which create a condition in which postprandial serum triglyceride levels fail to rise or are difficult to pass into the body mass.

Approximately 70 such FOSHU are recognized as useful in treating hyperlipidemia; in the present review we describe the safety

and effectiveness of several of these foods.

Key words: food for specified health use, neutral fat, body fat, diacylglycerol, globin protein resolvent, medium chain fatty acid,

catechin, EPA, DHA, oolong tea polyphenol, coffee bean mannooligosaccharide, β-conglycinin, touchi extract




